
平成１９年第４回大仙市議会定例会

市 政 報 告

平成１９年１２月４日

大仙市長 栗 林 次 美



- 1 -

本日、平成１９年第４回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、ご参集いただきまして誠にありがとうございます。

、 、 、今次定例会でご審議をお願いいたします案件は 条例案９件 単行案４３件

補正予算８件の合計６０件のほか、給与改定に係る条例案、特別会計への繰入

額の変更に関する単行案及び補正予算並びに任期満了に伴う人権擁護委員の

候補者の推薦に関する人事案件について、準備が整い次第、追加提案する予定

であります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

それでは、この場をお借りいたしまして、本年度の各部局ごとの主要事業の

進捗状況等についてご報告させていただきます。

始めに、総務部関係について申し上げます。

平成２０年度の職員採用につきましては、第２次試験の結果、最終合格者を

事務職１２名、土木職２名の１４名といたしました。

また、保健師について定年退職者の補充が必要なことから、若干名を募集し

たところ２１名の申込みがあり、第１次試験を実施、１２月中に２次試験を

予定しております。

次に、企画部関係についてであります。

地域公共交通対策につきましては 「新しい公共交通計画（案 」について、、 ）

「 」 。明日開催される 第３回大仙市地域公共交通会議 に諮ることとしております

具体的には、２０年３月末で廃止となる生活バス路線や公共交通空白地域に

予約制のデマンド型乗合タクシーの導入、合併前の旧市町村から引き継いだ交

通システムについては利用者負担の見直しを図るなど 「地域のみんなで支え、

合うバランスのとれた制度」を目指すものであります。

議員の皆様には、地域公共交通会議で寄せられた意見等を添え、今次定例会

中に計画案をお示しいたしたいと存じます。

なお、本計画が国の「地方再生モデルプロジェクト」に組み込まれたことか

ら、今次定例会最終日に予算の補正をお願いする予定であります。
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男女共同参画事業につきましては 去る１１月１７日 大曲中央公民館で 大、 、 「

仙市男女共同参画宣言都市記念フォーラム」を開催いたしました。当日は、

記念式典、内閣府男女共同参画局の板東局長による記念講演及びパネルディス

カッションを開き、集まった約５００名の市民と「ともに輝く男女共同社会の

実現」に向け、官民一体となって取り組んでいくことを誓い合いました。

第６２回国民体育大会秋田わか杉国体につきましては、９月３０日から１０

月８日までの９日間、本市では、なぎなた、軟式野球、自転車競技ロード・

レース及びハンドボールの４競技が開催され、１，１９２名の選手・監督が

、 、 ， 、連日熱戦を繰り広げ 会場には ２９ ０００名を超える来場者が観戦に訪れ

盛会裏に終了いたしました。

大会運営には、競技役員・補助員として６８７名、競技会係員・補助員とし

て１，７８２名が選手や来場者のお世話に当たりました。特に、会場案内や

清掃美化等を担当していただいた市民ボランティアや高校生ボランティアの

親切な応対に、訪れた競技役員や視察員の方々から、多くの感謝の言葉をいた

だいております。

また、１１月１１日には、大仙市体育協会主催による「大仙市開催競技大仙

市入賞選手祝賀会」が開催されましたので、地元国体での活躍を讃え、選手の

方々に大仙市長賞を差し上げたところであります。

次に、市民生活部関係についてであります。

交通安全対策につきましては、９月２１日から３０日までの秋の全国交通安

全運動の期間中、交通事故防止を呼びかけるとともに、大曲地域でチャイルド

シート着用調査を実施いたしました。その結果、使用率が３６．９％と低かっ

たことから、市内の各保育園で「チャイルドシート着用・使用キャンペーン」

を実施し、交通指導隊や交通安全会のみなさんとともに使用を呼びかけたとこ

ろであります。

なお 「チャイルドシート着用・使用キャンペーン」を全市を対象に実施す、

べく関係予算及びチャイルドシート購入補助金の補正を今次定例会にお願いし

ております。

防犯対策につきましては、秋田県、大仙警察署、防犯協会と連携し 「鍵掛、
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け推進キャンペーン」を実施し、啓発ステッカーとチラシを全戸に配布すると

ともに、巡回防犯パトロールと市内の大型店３カ所において鍵掛けの励行と

防犯意識高揚の啓発を行っております。

消防団活性化事業につきましては、日頃から消防団活動にご理解、ご協力を

いただいている事業所に対し「消防団協力事業所表示証」の交付を予定してお

ります。

平成２０年４月から始まる、７５歳以上を対象とした後期高齢者医療制度に

つきましては、去る１１月２６日開かれた秋田県後期高齢者医療広域連合議会

、 ， 。で 被保険者一人あたりの平均保険料が年額６０ ０４１円と決定されました

被保険者一人あたりの均等割額は３８，４２６円、所得割額は１００分の７．

１２で、保険料は年金から天引きされることになります。

なお、低所得世帯に対しましては、所得に応じて保険料の均等割額が７割、

５割、２割に軽減されます。さらに、社会保険などの扶養になっている方の

保険料は、平成２０年４月から９月までの６カ月間は無料となり、平成２０年

１０月から２１年３月までの６カ月間は、均等割額が９割軽減された額となり

ます。新制度発足までわずかな期間でありますが、広域連合とともに制度の

周知に努めてまいります。

次に、健康福祉部関係についてであります。

フッソ洗口事業につきましては、フッ化物が歯質を強化し、虫歯予防の効果

が大きく、医療費の縮減等に有効な手段であることから、歯科医師会のご指導

をいただきながら進めているところであります。

４月から市内全幼稚園、保育園で保護者説明会を開催し、園児の９６％にあ

たる６６２名が週５回法で実施しているほか、小学校では、６月から現在まで

保護者説明会を２１校で開催し、薬剤師会の協力を得て洗口液の調製を行い、

７校の児童６０３名が週１回法で実施しており、１４校については実施に向け

準備中であります。

なお、１２月中には残り１０校の保護者説明会を行い、年度内に実施する

予定となっております。

保育関係につきましては、社会福祉法人「大曲保育会」が運営する大曲北保
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育園の乳児室拡張工事が去る１０月１５日に完了し、新たに４名の乳児が入園

しております。

１８年度からの２カ年事業で西仙北地域の大沢郷地区に建設しておりました

「みつば保育園」は、全ての工事が完了し、１２月１日に開園式を行っており

ます。新保育園は、延長保育、一時保育、障害児保育等のサービスを提供する

、 、とともに 本地域の子育て支援の核となる子育て支援センターを併設しており

総合的な子育て支援を行ってまいります。

高齢者等除排雪サービス事業につきましては、本年度は１２月１日から実施

しており、１１月末日現在の申込者数は２３１名となっております。

社会福祉施設等の法人化につきましては、引き受け法人として新設される

社会福祉法人「大仙ふくし会 「大空大仙」の設立準備委員会がそれぞれ立ち」、

上がり、来年２月の法人設立に向けて準備を進めております。また、大曲南、

大曲北両幼稚園については 「大曲保育会」が運営に当たることで了承をいた、

だいたところであります。

これにより、今次定例会に２０年度に移譲することとなる各施設の廃止に伴

う条例の一部改正及び準備に係る人件費並びに大曲保育会に移譲する２幼稚園

の準備経費の補正をお願いしております。

このあと、施設利用者、保護者及び職員説明会を随時開催するとともに、市

広報に移行計画を掲載し、市民の皆様に周知を図ってまいりたいと存じます。

次に、農林商工部関係についてであります。

稲作につきましては、１０月１５日現在の農林水産省統計では、全国の作況

指数は「９９」の平年並み、秋田県は「１０２」のやや良、県南については、

１０ａ当たり６０３kgで「１０４」のやや良と発表されております。

平成１９年産米の管内の買入れ状況は、ＪＡ等集荷業者が作成した生産調整

方針への参加者の作付確定面積１２，１８４ｈａに対し、生産確定数量が

７１，３０１ｔ、約１１９万俵となっており、１１月５日現在の集荷状況は、

９６５，２５６俵の集荷目標数量に対し９３６，０００俵余りで、集荷率は

９７．０％となっております。

また、一等米比率は９６．６％で前年同期より２．８ポイント高くなってお
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りますが、ＪＡ等集荷業者から農家に対する本年の米仮渡し概算金が昨年より

１，１５０円低い１０，５００円に設定されたことから、農家収入に対する

影響が大きくなっております。

加えて、９月の豪雨により農地や農業用施設に大きな被害が発生した地域も

あり、今次定例会に国庫補助を得て行う災害復旧費等に係る予算の補正をお願

いしております。

また、ＪＡが品目横断的経営安定対策に加入しております認定農業者や集落

営農組織を対象に融資する短期経営資金に、ＪＡと協調し利子助成してまいり

ます。

第１３０回秋田県種苗交換会につきましては、１１月１日から７日まで湯沢

市を会場に開催され、出品総数２，０６６点のうち、大仙市からは１８１点が

出品され 「サイレージ」部門で農林水産大臣賞を 「水稲」で全国農業協同、 、

組合中央会長賞を受賞するなど個人、団体合わせて４３組が入賞し、本市農業

の高い生産技術が評価されております。

秋の稔りフェアにつきましては、１０月２０日、２１日の両日開催され、あ

いにくの雨模様の天候ではありましたが、２日間で約６５，０００名の皆様か

ら楽しんでいただきました。

畜産につきましては、１０月１１日から１４日まで鳥取県で「第９回全国

和牛能力共進会」が開催され、大仙市の８頭を含め、秋田県から１５頭が出品

され、本市からは去勢肥育牛の部で優等賞８席に入賞しております。５年に

一度開催されるこの全国共進会において上位入賞を果たしたことは、本市畜産

振興の大きな励みになるものと思っております。

出稼ぎ対策につきましては、１１月２０日現在の出稼ぎ者数が３３８名とな

っており、就労前健康診断の受診状況は、医療機関から１６８件の結果が報告

されております。今後は、就労中の健康診断の推奨や就労先への広報等の送付

により、健康管理の支援や地域情報の提供を行ってまいります。

平成１１年度から進められてきた小友川地区県営かんがい排水事業につきま

しては、１１月９日に小友川排水改良促進協議会の主催による竣工式を行った

ところであります。

ハローワーク大曲管内における平成２０年３月の高校卒業予定者の就職内定
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状況につきましては、１０月末現在では、希望者４０３人のうち２８６人が

内定し、内定率は７１．０％、また、県内への就職希望者は、前年度同期より

２人多い２８１人で、うち１８０人が内定し、内定率は６４．１％で前年同期

より５ポイント増加しております。

工業の振興につきましては、１０月２５日に行われました、あきたリッチ

セミナーに出席し、県とともに首都圏企業に企業誘致に向けてのプレゼンテー

ションを行っております。

また、秋田県電子・輸送機関連地域産業活性化協議会の第２回協議会が、

１１月３０日に開催され、本年度の取り組む事業がまとめられ、国への申請、

採択を経て、年明けから事業がスタートする見込みとなっております。

１１月２７日には、市内の製造業の会である大仙市企業連絡協議会との情報

交換会が行われましたが、今後もこのような地域企業との交流の機会を活用し

てまいりたいと思っております。

なお、本年度、企業の事業規模拡大が３件、現在、事業拡大中が２件あり、

今後も企業訪問の中で、企業のニーズに応えながら、制度適用による支援をし

てまいりたいと考えております。

技能功労者表彰につきましては、１１月２０日の表彰式典において、建築

大工をはじめ５分野から５名の方々を顕彰いたしました。

観光推進につきましては、９月に神岡地域で神岡南外花火大会が、１０月に

は協和地域で美山湖フェスティバルが開かれ、多数の市民が訪れ秋の一日を満

喫しました。また、１１月に西仙北地域において東北将棋大会が行われ、学生

大会、市長杯争奪戦に熱戦が繰り広げられており、今後も地域のイベント、行

事を支援してまいります。

（仮称）イオン大曲ショッピングセンターにつきましては、９月１９日付け

で東北農政局より農地転用の許可があり、１１月２３日には、現地で安全祈願

祭が行われております。

次に、建設部関係についてであります。

道路整備につきましては、市単独事業の新設及び改良事業５１路線のうち、

４１路線について発注済みであり、うち２１路線が完了しておりますが、他路
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線についても、設計業務が完了次第、順次発注の予定であります。

また、地方道路交付金事業及び地方特定道路整備事業につきましては、発注

済みの７路線のうち２路線が完了しております。

まちづくり交付金事業で施工している神岡地域の駅北線及び北口交通広場

舗装工事は、１１月末で完了しております。

また、同地域の中央公園造園工事は、１１月末で完了しており、現在、電気

設備工事、施設整備工事及びトイレ・東屋建築を含む建築工事を施工中であり

ます。

神宮寺駅舎建築工事は、１１月下旬に発注しております。

中仙地域の市道新山５号線道路改良工事は１１月に完了し、市道二日町石持

線道路改良工事は、約６０％の進捗率となっております。

また、協和地域の市道苅谷沢線道路整備工事につきましては、進捗率が約

９０％であります。

、 、大曲駅前第二地区土地区画整理事業の建物移転につきましては 中通町地区

丸の内町地区及び大花町地区の本年度移転対象物件３２戸中２３戸の権利者と

契約済みであり、現在、残る権利者と引き続き交渉中であります。また、借家

人補償は７店舗全ての権利者と契約済みであります。

工事関係につきましては、第２工区の中通線新設工事、延長９６．６８ｍを

９月中旬に、区画道路８号線新設工事、延長１６１．４ｍ及び街区整地工事を

１０月中旬にそれぞれ発注済みであります。

都市再生住宅の建設につきましては、去る１１月２日に安全祈願祭を行い、

工事に着手しております。

公園事業の大曲総合公園交流ゾーン整備工事、協和地域のグラウンド・ゴル

フ場修景施設工事、南外ふれあいパーク蓮池安全柵設置工事及び仙北ふれあい

公園整備工事につきましては、１１月末までに完了しております。

市営住宅の整備につきましては、神岡地域のＡＤ棟外壁改修工事が１１月中

に完了しており、福見町市営住宅下水道切替工事は、下水道に接続を終え、

ほぼ完了しております。

また、西仙北地域の愛宕市営住宅外壁塗装工事は、約３０％の進捗率であり

ます。
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公共下水道事業につきましては、５地区において補助、単独合わせて、管渠

延長８．３ｋｍを発注済みであります

農業集落排水事業につきましては、７地区において補助、単独合わせて３１

、 、 、件の管路工事 延長１２ｋｍを発注済みであり 処理施設建設工事については

３地区において７件を発注しております。

次に、国、県関係工事についてであります。

国道１３号大曲バイパス４車線化事業の旧玉川橋解体工事につきましては、

１１月から着手されておりますが、解体に先立ち、去る１１月３日に、地元の

多数の方々に参加いただき、旧玉川橋のお別れ式を行っております。

大曲橋架け替え事業につきましては、大曲西根地区において橋脚４基の下部

工と排水工に着手、大曲金谷町地区においては通路ボックスの設置工事に着手

しており、引き続き用地買収と移転補償を進める予定と伺っております。

主要地方道湯沢雄物川大曲線の角間川工区につきましては、本年度中に下層

路盤工の工事を完了、県道土川中仙線道路改築事業につきましては、一部用地

買収を済ませ、排水工事に着手していると伺っております。

次に、水道局関係についてであります。

上水道事業につきましては、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う

配水管移設工事延長３３８．４ｍを９月上旬に、また（仮称）イオン大曲ショ

ッピングセンターの関連工事として高畑谷地地区配水管布設工事延長４４０．

５ｍ、和合地区配水管布設工事延長２３０ｍを１０月下旬に、それぞれ発注済

みであります。

また、藤木地区の藤木上橋橋梁添架管布設替え工事につきましては、１２月

７日完成に向けて順調に工事が進んでおります。

簡易水道事業につきましては、第３回定例会において西仙北地域の大沢郷

地区簡易水道施設整備事業の構造物建設工事につき議決をいただき、５カ年の

一括工事として着手し、８月発注済みの配水管布設工事と合わせて全体工事が

スタートしております。

中仙地域の入角地区簡易水道整備事業につきましては、９月中旬に浄水棟
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築造工事を、また、１１月上旬に導水管布設工事をそれぞれ発注したほか、

配水管布設工事を５件発注済みであります。

仙北地域の戸地谷地区簡易水道整備事業につきましては、配水管布設工事を

３工区に分割し１０月下旬に発注済みであります。

最終年度となる仙北南地区簡易水道整備事業につきましては、配水管布設工

事が１１月末に完了し、各戸給水装置工事が１２月中旬に完了の予定でありま

す。

次に、教育委員会関係についてであります。

、 「 」４月に行われた全国学力調査は 国語と算数・数学の２教科について 知識

など基礎学力を問うＡ問題と思考力や資料を活用する力を問うＢ問題が実施さ

れました。

本市でも、小学校６年生と中学校３年生が参加いたしましたが、すでに報道

されているとおり秋田県の結果は全国でもトップクラスであり、その中でも

本市は、学年、教科、Ａ・Ｂ問題のすべてにおいて全国並びに秋田県の結果を

上回っております。併せて基本的生活習慣や規範意識、学習に対する意欲や

関心などのアンケートにおいても高い数値を示しております。

課題として、全国的傾向と同様に本市においても「活用能力の向上」があげ

られているようでありますので、この結果をさらに分析しながら学校と家庭が

一緒になって「生きる力」と「確かな学力の向上」に向けて支援してまいりた

いと考えております。

生涯学習の推進につきましては、去る９月１６日「市民将棋大会」を大曲

交流センターで開催し、１２５名が参加しております。

また、１０月１３日から２日間「子ども囲碁大会」と「市民囲碁大会」が

１６５名の参加のもとに、仙北ふれあい文化センターで開催されました。

１１月２４日から２日間、市芸術文化協会が主催するステージ発表を中心と

した芸術祭が、大曲市民会館で開催されました。

学校給食物資の調達につきましては、これまで７給食センターが独自の方法

で調達しておりましたが、平成２０年度分からは、競争入札に付する各種規程

を整備し統一した調達方法を実施することとして、１２月１６日号の広報で
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納入希望業者を募集いたします。

最後に、平成２０年度当初予算編成について申し上げます。

国においては、平成２０年度予算の基本的な考え方として、歳出改革を軌道

に乗せる上で極めて重要な予算であると位置づけ、引き続き歳出全般にわたる

徹底した見直しを行い、歳出の抑制と予算配分の重点化・効率化を実施すると

ともに、基礎的財政収支の改善を図り、国債発行額を極力抑制しようとしてお

ります。

、 、 、また 地方財政については 国の徹底した歳出の見直しと歩調を合わせつつ

地方団体の自助努力を促していくことを進め、地方財政計画の歳出規模を引き

続き抑制することにしております。

このような状況下、本市の財政は、歳入においては、自主財源の根幹をなす

市税収入が、経済成長に伴う波及効果が地域経済に及んでいないことなどから

増収が見込まれないことや、地方交付税改革の影響により、年々地方交付税や

、 、 、臨時財政対策債が減少していること また 各種基金残高の大幅な減少により

臨時的な財源の活用も困難になってきていることから、大幅な財源不足が予想

されており、一般財源の確保に苦慮しているところであります。

一方、歳出においては、行財政改革による事務事業の見直しや、経常経費の

節減等により、歳出削減を行ってきているものの、年々増加する公債費や社会

保障関係経費の増大などから、財政体質の硬直化が進み、極めて厳しい状況と

なっております。

こうした財政状況でありますが、平成２０年度は３年目を迎える「大仙市

総合計画」における「市民と協働のまちづくり」を基本とし、引き続き重点的

、 、な取り組みである市民福祉の向上のための施策 子育て環境や学習環境の整備

産業振興・雇用創出のための施策、生活基盤や都市基盤の整備などを計画的に

推進していかなくてはならないと考えております。

予算編成におきましては、国の予算編成方針や地方財政対策等を十分に把握

するとともに地域経済の見通しや国の経済動向を見極めながら、当市として

予算編成の基本的事項を定めております。

１点目は、歳入一般財源の大幅な減額に伴い、すべての事務事業について



- 11 -

一件審査を行い、真に必要な経費を各事業ともゼロから積算を行い、新たな

視点で予算編成を行ってまいります。

２点目として、歳出の性質区分毎に概算要求基準を設け、職員一人ひとりが

改革の意識を持って既存事業の見直しを行い、コスト削減を図って予算の積算

をしてまいります。

、 、 「 」３点目として 各種補助金については 本年度設置した 補助金審査委員会

による外部からの内容評価や今後の方向性などのご意見を予算に十分反映させ

て見直しを図ってまいります。

４点目として、各地域がそれぞれの地域課題に適切に対応するため、平成

１８年度に創設した「地域枠予算」につきましては、対象事業などについて

検証を加えながら内容の充実を図り継続してまいります。

５点目としては、特段の予算措置を伴わず職員の創意工夫や既存資源の活用

などで、きめ細やかな住民サービスを行う、いわゆる「ゼロ予算事業」につい

て、昨年度に引き続き、全庁挙げて積極的に取り組んでまいります。

平成２０年度の財政見通しも依然として厳しい状況にありますが、今後大仙

市が自立・持続可能な財政基盤を確立していく上での分岐点となる重要な予算

編成となることから、事業の必要性や効果を原点から見直し、効率的・効果的

な財政運営に努め、市政運営の基本である「市民との協働のまちづくり」を

基本とした、大仙市の基礎を築いてまいりたいと考えておりますので、市民

並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ、招集のあい

さつ並びに諸般の報告とさせていただきます。


